
(別紙 :ご意見記 入用紙 )

函南町建設経済部 都市計画課 行き

函南町自然環境等と再生可能エネルギー発電施設との

調和に関する条例 (案)に関するご意見

※氏名や住所などの個人情報は、ご意見を確認する場合のみ使用し、他の用途には使用いたしません。

※ご住所が町内ではない方は、町内の勤務地のご住所をご記入してください。
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株式会社トーエネック
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エネルギー事業部

住  所

〒455-0011 愛知県名古屋市港区千年 3-1-32

(発電所 :静岡県田方郡函南町軽井沢薪林山 340-1他 )
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意 見 欄

0素案の施行期日に/1「この条例は相当の周知期間を設け/令和元年 1

0月 1日 から施行する」とあるが、周知期間とは公布から施行までの

期間のことか。/令和元年 10月 1日 の施行を前提とすればζ現時点で
/

パブリックコメントを実施しているようで捻相当の周知期間が確保

できないのではないかイ

・既に進行している事業については、′条例による規制を予測せずに実施

しているため/事業者の予測可能性と既に投下した資本に配慮すべき

であリイ基本的には条例の適用対象とすべきではない。具体的には、 .

既に着手している案件には適用されるべきではなマ(こ の着手につい |

ても、「森林法における林地開発許可など、他の法令において必要とさ |

れている許認可に関レ〔法令上の図書を関係行政庁が受理しているこ|

と」ノ等とすべきである`なぜなら、太陽光の大型案件等は(林地開発 |

許可了環境アセスメント等について長期間を必要とすることが多く
/、

 |

着工が遅くなる可能性があるからである。よって、「着手」の定義を明
|

確にしたうえ、相応の経過措置を設けるべきである。〆
´


